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年 頭 所 感
所長 平野 幸治

明けましておめでとうございます。
年頭にあたり、皆様方に謹んでご挨拶申し上げ

ます。昨年は工業研究所の業務に多大なご支援、
ご協力を賜り、厚くお礼申し上げますとともに、
本年もご指導、ご鞭撻の程、よろしくお願い申し
上げます。

景気は緩やかな回復基調が続いていると言われ
ていますが、円安による原材料の高騰、エネル
ギー問題、消費税率の引き上げの影響等もあり、
中小製造業では景気の回復がいまだに感じられな
いとの声も聞かれます。加えて、経済のグローバ
ル化により製造業を取り巻く環境変化は加速され、
市場において技術の優位性を維持できる期間は短
くなってきています。弛まぬ技術革新による新製
品・新技術の開発が不可欠です。

現在、製造業においては「オープンイノベー
ション」の考え方が脚光を浴びています。自社単
独で技術開発に取り組むのではなく、連携により
社外から必要な技術の導入を図ることにより、開
発期間の短縮を目指すものです。このような流れ
のなか、「公設研の機能強化と広域的利活用」を目
的とし、経済産業省補正予算による設備機器の導
入事業が２年にわたり実施されています。今年度
は、地域オープンイノベーション促進事業（平成

２５年度補正予算）として「光学特性評価システム」
が当所に設置され、ＬＥＤ照明、電球など光源の
全光束、配光、輝度や、光源用カバーなど部品の
光学特性が評価できるようになりました。他社と
の協働による技術開発には情報開示も含めて様々
なハードルがあるとお聞きしていますが、当所の
公設試験研究機関としての「公平・公正性」はオー
プンイノベーションの拠点として最適ではないか
と考えています。今回の導入機器を中心として多
くの企業に参集、利用していただき、名古屋発の
新たな技術・製品が生み出されたらと期待してお
ります。既存の試験・評価機器もあわせ、積極的
にご活用いただければ幸いです。

ご存じのように、当地域は日本でも有数のもの
づくり圏域であり、これを支えるのは基盤技術を
担う多様な中小企業群です。当地域の持続的な発
展には、これら中小製造業の技術競争力の向上が
欠かせません。工業研究所は、企業の皆様の技術
課題の解決や新技術の開発に対する技術支援に加
え、技術者育成のための研修、講演・講習会等に
よる技術情報の提供等の様々な事業を行っていま
す。皆様の身近で頼れる技術支援機関として引き
続きまい進して参ります。今後とも積極的なご利
用をお待ちしております。



当所では今年度「地域オープンイノベーション
促進事業」により「光学特性評価システム」を導
入しましたので紹介します。本システムはＬＥＤ
照明や電球などの光源、および光学部品・材料や
画像検査装置の被検査試料の光学特性を評価する
システムです。主な評価項目として、光源の全光
束、配光、輝度、照度など、また部品・材料の反
射散乱特性、透過散乱特性、表面形状が測定でき
ます。
ＬＥＤの発光効率は白熱電球の６倍、蛍光ランプ
の１．３倍であり、さらに長寿命であることから省
エネ効果が注目されています。このためＬＥＤは屋
内照明だけでなく、看板やバスの車内灯、自動車
のヘッドライトなどの工業製品にも適用が広がっ
ています。これまで当地域になかった光学特性評
価システムを導入することで、ＬＥＤ関連製品の評
価・開発がより早く低コストで可能となります。
また、自動車関連部品の企業においては、多く

の生産品で外観検査が要求されています。生産品
ごとに形状や表面の反射特性などが様々であるた
め、既製の画像検査機では十分に対応できない場
合も多くあります。このような場合に本システム
を活用し、照明光源の光学特性評価、および光学
部品・材料や被検査物の透過・反射特性、表面形
状を評価することで、画像検査機の適切な光学系
が設計可能となります。
光学特性評価システムは５つの装置から構成さ

れており、以下に各装置の概要を示します。

１．全光束測定システム
光源の全光束を評価する装置です。φ４０ｉｎｃｈ

（約１ｍ）積分球を使用し、分光器と接続して、全
光束を測定します。また、測定時にＡＣ電源もし
くはＤＣ電源と連動することで、発光効率も測定
可能です。
全光束（ｌｍ：ルーメン）は光源から出ている全

ての光束の合計で、照明器具の明るさの指標とな
る値です。

図１ 全光束測定システム
＜仕様＞
メーカー：大塚電子株式会社
型 式：ＦＭ−９１００
測定波長：３６０～８３０ｎｍ
全光束測定範囲：０．５～１００，０００ｌｍ
積分球サイズ：φ４０ｉｎｃｈ（約１ｍ）
分 光 器：ＭＣＰＤ−９８００（３０９５Ｃ）
測定項目：全光束、発光効率、色度、

色温度、演色性評価数、など
測定対象例：小型電球、蛍光管（７０ｃｍまで）など

２．配光測定システム
ＬＥＤ等の照明器具の配光特性を測定する装置
です。２軸ゴニオステージに照明器具を設置し、
マルチチャネル分光光度計で配光測定を行います。
配光は光源から放射された光の方向毎の明るさ
の分布で、光度（ｃｄ：カンデラ）の角度分布に相当
します。また、配光測定によって得られた光度分布
から照明器具の全光束を算出することが可能です。

図２−１ 配光測定システム（全体）
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図２−２ 配光測定システム（光源設置部分）

図２−３ 配光測定例（左：狭い配光 右：広い配光）

＜仕様＞
メーカー：大塚電子株式会社
型 式：ＧＰ−２０００
測定波長：３６０～８３０ｎｍ
二軸ゴニオステージ：θφ座標系
光 路 長：１．５ｍ、 ３ｍ、 ６ｍ
分 光 器：ＭＣＰＤ−９８００（３０９５Ｃ）
測定項目：配光、色度、色温度、演色性評価数、

全光束（球帯係数法）
測定対象例：ＬＥＤモジュール、小型電球、

蛍光管（対角１２０ｃｍまで）など

３．分光放射計
ＬＥＤモジュールや白熱電球、液晶／ＣＲＴディ
スプレイなどの分光分布、輝度、色度、相関色温
度の測定ができます。ハイコントラストのディス
プレイパネルの光学特性評価や自動車用インパネ
の微小面を高精度に測定可能です。照度アダプ
ターを使用することで、照度の測定ができます。
輝度（ｃｄ/ｍ２）は光源が単位面積当たりに発す
る光の強さのことです。

照度（ｌｘ：ルクス）は１（ｌｘ）が「１平方メー
トルの面が１ルーメンの光束で照らされるときの
照度」と定義されます。

図３−１ 分光放射計

図３−２ 分光放射計測定例

＜仕様＞
メーカー：株式会社トプコンテクノハウス
型 式：ＳＲ−ＬＥＤＷ−５Ｎ
測定波長：３７０～７８０ｎｍ
測定範囲：０．０００５～５，０００，０００ｃｄ/ｍ２

０．０１～３０，０００，０００ｌｘ
スペクトル波長幅：５ｎｍ
測定内容：分光分布、輝度、照度、色度、色温度
測定対象例：ＬＥＤモジュール、白熱電球、

液晶／ＣＲＴディスプレイ、
自動車インパネ など

４．透過・反射散乱特性測定装置
ガラス基板、金属、フィルムなどの透過、反射
の光散乱特性等を測定して評価を行うことを目的
とする装置です。光源からの光を試料に照射し、
受光器が試料を中心に回転することによって、試
料の透過・反射散乱特性データを得ます。ＬＥＤな
ど小型発光体の配光特性も測定が可能です。
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図４－１ 透過・反射散乱特性測定装置

図４－２ 透過・反射散乱特性測定例

＜仕様＞
メーカー：ニッカ電測株式会社
型 式：ＧＰ－４（ゴニオフォトメータ）
光 源：ハロゲン光源
受 光 部：マルチチャネル分光器（３６０～８３０ｎｍ）

または フォトマル
測定対象例：ガラス基板、金属、プラスチック、

フィルム など

５．レーザー顕微鏡
ガラス基板、金属、フィルムなどの表面形状を

測定する装置です。非接触のレーザーによる形状
測定ができます。数μｍ～数ｍｍ程度の凹凸を持
つ試料の表面形状測定に適しています。測定した
形状の３Ｄ表示、短波長レーザーによる高解像度
観察、表面粗さの測定などが可能です。

図５－１ レーザー顕微鏡

図５－２ レーザー顕微鏡測定例

＜仕様＞
メーカー：株式会社キーエンス
型 式：ＶＫ－Ｘ２１０／２００
レーザー光源波長：４０８ｎｍ
総合倍率：２００～２４，０００倍（１５型モニタ上）
高さ測定範囲：最大７ｍｍ
高さ測定繰り返し精度：０．０１２μｍ
幅測定繰り返し精度：０．０２μｍ
測定対象例：ガラス基板、金属、プラスチック、

フィルム など

当所では今回導入した新規設備に加え、画像処
理や形状測定など従来から保有する技術・装置を
組み合わせて企業の支援をしております。ご相談
などありましたらお気軽にご連絡ください。

（電子技術研究室 立松 昌）
ＴＥＬ（０５２）６５４－９９３５


